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① 6月20日：

災害対策改善のために衛星通信を利用

ITU、ICO Global Communications社、Commonwealth

Business Councilが連携

Satellite communications deployed for improved glob-

al response to disasters

ITU forges partnership with ICO Global Communications

and Commonwealth Business Council

（出典：http://www.itu.int/newsroom/press_releases/

2007/15.html）

2007年6月20日ITUは、自然災害時の対応を改善するため

に衛星通信を利用することで、ICO Global Communications社

（以下ICOと略記）、The Commonwealth Business Council（以

下CBCと略記）と合意した。ICOは、毎日1時間、災害防止や

被災後の緊急情報通信等に使うため、音声や遠隔医療などの

電気通信機能を、ICOが所有するF2衛星を使って提供する。

ITUは、各国がこのシステムを利活用できるように支援する。

CBCは、必要な情報の提供や、各国が自立し発展していくた

めに必要となる、起業するための技術開発情報などを提供す

る。近年、津波等の自然災害は増加の傾向にあり、2006年だ

けでも全世界で2万1600人が被災、経済的損失は650億米ドル

に達している。また、死亡者の95%は最低開発国の人々である。

② 7月5日：

エジプトがITU TELECOM AFRICA 2008をホスト

ITU TELECOMはアフリカのICTセクター成長に焦点

Egypt to host ITU TELECOM AFRICA 2008

ITU TELECOM to focus on Africa's growing ICT sector

（出典：http://www.itu.int/newsroom/press_releases/

2007/16.html）

2008年5月12日から15日まで、世界的エキジビションでアフ

リカ地域ICT関係者が集まるフォーラムであるITU TELECOM

AFRICA 2008が、エジプトの首都カイロのthe Cairo Inter-

national Convention and Exhibition Centre（CICC）を会場に開

催される。アフリカ地域のICTセクターは、モバイルのような

多くの核となる分野でしっかり成長している。アフリカのモバ

イルは過去5年間に世界の成長率に比較し倍の速度で増加し

ている。携帯電話のアクセス量は、現在、アフリカ大陸の固定
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電話のそれを超え、国内や国際的な競争での市場解放を追い

風に増えている。ブロードバンドは、アフリカではまだ十分に

発達していないが、次世代ネットワークへ向けて技術の統合

や移行・変換へ向かわせ、アフリカ大陸の通信を飛躍的に増

大させると予想される。TELECOM AFRICA 2008は最新の

ICT技術革新を披露し、一方、ハイ・レベルフォーラムは、

アフリカの電気通信産業成長の中心分野を探求し討議するこ

ととなる。このイベントは、アフリカのICTセクターにより提

供される成長と投資機会を捜し求める政府や産業界の世界的

リーダーを呼び集め2008年のアフリカ最大の呼び物となろう。

③ 7月9日：

潘基文国連事務総長、ITUを訪問

長期重要課題にも取り組むよう呼びかけ

UN Secretary-General Ban Ki-moon visits ITU

Call to broaden ITU's agenda to meet long-term devel-

opment needs

（出典：http://www.itu.int/newsroom/press_releases/

2007/17.html）

2007年7月6日、国連の潘基文事務総長がITU本部を来訪

された。ジュネーブで開かれていた国連の経済社会理事会

（ECOSOC）ハイレベル会合（7月2～5日）とthe Global

Compact Leaders Summit（7月5～6日）出席の合間に来ら

れたもので、「ITUは、国連機関の中で最も影響力のある機

関の一つである」と述べられるとともに、「ITUは、デジタ

ル・ディバイドの低減やサイバーセキュリティの確保、防

災・災害時等の緊急通信の確立などを通して、2015年を期

限とする国連のミレニアム開発目標達成を強力に支援してほ

しい」と期待を表明された。また、潘事務総長は、ITUに活

動の視点をもっと広げ、人類の将来に大きな影響を持つ気候

変動などにも取り組んでもらいたいとも呼びかけられた。さ

らに、ITUと国連のthe Global Alliance for ICT Develop-

ment（GAID）が主導しているConnect Africa Initiative

（2007年10月29～30日にルワンダのKigariでThe Connect

Africa Summitを開催予定、本誌2007年6月号9ページで報

告）を全面的に支援することを表明された。国連機関におけ

る改革の重要性についても触れられ、「ITUは、機構改革と

いう面で大変進んでいるが、国連機関の一つとして一層改革

を進めていかなければならない」と述べられた。
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